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(百万円未満切捨て)

１．2025年３月期第３四半期の業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 7,676 △8.5 △29 － △28 － △4 －

2024年３月期第３四半期 8,387 △16.5 75 △87.2 114 △80.8 105 △75.0

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 △0.15 －

2024年３月期第３四半期 3.71 －

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 14,178 5,880 41.5

2024年３月期 14,341 5,944 41.5
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 5,880百万円 2024年３月期 5,944百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 2.00 2.00

2025年３月期 － 0.00 －
2025年３月期(予想) 2.00 2.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2025年３月期の業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,400 3.8 110 △13.3 100 △47.5 70 △55.9 2.47
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 28,373,005株 2024年３月期 28,373,005株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 20,831株 2024年３月期 20,767株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 28,352,217株 2024年３月期３Ｑ 28,352,327株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における我が国の経済は、インバウンド需要による消費は高く、雇用所得環境に改善の動

きが見られたものの、物価上昇により個人消費は伸び悩み足踏み感が見られ、緩やかな回復基調となりました。一

方、地政学的リスクを背景としたエネルギー・原材料価格高騰に伴う物価上昇、為替や株価の変動等の影響により、

依然として先行きは不透明な状況が継続しております。

当社と関係の深い住宅業界におきましては、物価上昇及び人件費高騰による資材価格の高騰が、住宅販売価格を

押し上げました。加えて住宅ローン金利も上昇傾向にあり、住宅取得マインドは低下し、新設住宅着工戸数は４月

から11月累計で前年同期比1.2％の減少となりました。また、当社の販売量に関係の深い持家の新設住宅着工戸数が

同累計で前年同期比1.5％減と落ち込む結果となりました。

当第３四半期累計期間における当社業績につきましては、構造用途を中心とし新規顧客を獲得したものの新設住

宅着工戸数の減少とともに、主力の建材用途、フロアー基材用途及び構造用途の販売は引き続き低迷いたしまし

た。生産においては稼働調整を行い、輸入品についても入荷量の調整を実施してまいりました。また、原油価格と

連動するエネルギー費及び接着剤等の原材料費は、前年同様高止まりで推移いたしました。加えて今年度は2024年

問題による物流費も上昇し、販売単価の見直しを行ったものの吸収に至らず、収益を確保することができませんで

した。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は76億76百万円（前年同期比8.5％減）、営業損失は29百万円（前年同

期は営業利益75百万円）、経常損失は28百万円（前年同期は経常利益１億14百万円）、四半期純損失は４百万円

（前年同期は四半期純利益１億５百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産

流動資産は、前事業年度末に比べて64百万円減少し、80億42百万円となりました。これは主に原材料及び貯蔵品

の増加と現金及び預金、電子記録債権の減少によるものです。

固定資産は、前事業年度末に比べて97百万円減少し、61億35百万円となりました。これは主に減価償却による有

形固定資産、株式売却による投資有価証券の減少によるものです。

この結果、総資産は、前事業年度末に比べて１億62百万円減少し、141億78百万円となりました。

②負債

流動負債は、前事業年度末に比べて３億60百万円減少し、58億49百万円となりました。これは主に支払手形及び

買掛金、賞与引当金の減少によるものです。

固定負債は、前事業年度末に比べて２億61百万円増加し、24億48百万円となりました。これは主に長期借入金の

増加によるものです。

この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて98百万円減少し、82億97百万円となりました。

③純資産

純資産は、前事業年度末に比べて63百万円減少し、58億80百万円となりました。これは主に利益剰余金の減少に

よるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

住宅業界におきましては、インバウンド需要や賃金上昇による国内景気の回復が期待されますが、2024年問題に

伴う人手不足に加え、人件費、原材料費、エネルギー費の上昇による住宅価格の高騰や、予測される住宅ローン金

利の上昇により、新設住宅着工戸数は厳しい状況が続くと思われます。このような状況下において、収益確保のた

め、一層の効率的な生産、原材料費の削減、配送効率の向上など各種コストダウンに努めるとともに品質改善を推

し進め、引き続き数量、価格ともに安定して市場に供給できるよう努めてまいります。

なお、当社の通期業績予想につきましては、当社販売状況の先行きが不透明であるものの、下期は回復の兆しが

見えることから、10月31日に公表しました業績予想から変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,707,678 1,603,422

受取手形及び売掛金 1,714,629 1,751,144

電子記録債権 2,175,276 2,077,452

商品及び製品 1,142,926 1,078,736

仕掛品 357,277 346,101

原材料及び貯蔵品 948,417 1,076,362

その他 61,481 109,508

流動資産合計 8,107,686 8,042,728

固定資産

有形固定資産

機械及び装置（純額） 1,587,737 1,559,874

土地 3,194,589 3,194,589

その他（純額） 694,982 655,873

有形固定資産合計 5,477,310 5,410,338

無形固定資産 19,227 18,203

投資その他の資産

投資有価証券 712,752 673,435

その他 24,773 34,448

貸倒引当金 △600 △600

投資その他の資産合計 736,925 707,283

固定資産合計 6,233,463 6,135,825

資産合計 14,341,149 14,178,553

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,604,451 2,376,927

電子記録債務 - 22,959

短期借入金 1,830,000 1,990,000

１年内返済予定の長期借入金 1,231,600 1,198,200

未払法人税等 - 2,748

賞与引当金 117,300 42,200

その他 426,855 216,491

流動負債合計 6,210,206 5,849,527

固定負債

長期借入金 1,990,200 2,250,300

繰延税金負債 174,977 185,245

環境対策引当金 47 47

資産除去債務 11,701 12,542

その他 9,419 -

固定負債合計 2,186,345 2,448,135

負債合計 8,396,552 8,297,662
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(単位：千円)

前事業年度
(2024年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,343,871 2,343,871

利益剰余金 3,386,415 3,325,555

自己株式 △3,610 △3,617

株主資本合計 5,726,675 5,665,809

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 204,925 181,572

繰延ヘッジ損益 12,996 33,508

評価・換算差額等合計 217,922 215,081

純資産合計 5,944,597 5,880,891

負債純資産合計 14,341,149 14,178,553
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 8,387,115 7,676,504

売上原価 7,249,765 6,629,997

売上総利益 1,137,350 1,046,507

販売費及び一般管理費 1,061,589 1,076,149

営業利益又は営業損失（△） 75,760 △29,642

営業外収益

受取利息及び配当金 19,266 19,884

助成金収入 34,127 10,132

その他 7,357 9,350

営業外収益合計 60,751 39,367

営業外費用

支払利息 15,984 21,727

固定資産除却損 5,944 14,590

その他 151 2,162

営業外費用合計 22,081 38,480

経常利益又は経常損失（△） 114,431 △28,754

特別利益

投資有価証券売却益 39,294 27,096

特別利益合計 39,294 27,096

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 153,726 △1,658

法人税等 48,635 2,496

四半期純利益又は四半期純損失（△） 105,090 △4,154



ホクシン株式会社(7897) 2025年３月期 第３四半期決算短信

6

（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

当社の事業セグメントは、ＭＤＦ事業の単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省

略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 222,049千円 224,277千円
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年１月31日

ホクシン株式会社

取 締 役 会 御中

PwC Japan有限責任監査法人

大阪事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 酒井 隆一

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 谷吉 英樹

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているホクシン株式会社の2024年４月１日から2025年３月

31日までの第75期事業年度の第３四半期会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期累計期間

（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書

及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表

等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信

じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人とし

てのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要

な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める

記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基

準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成さ

れていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が

認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確

実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を

表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


